
人口のうごき（平成18年12月１日現在）   ○世帯数   112,203（142増）   ○人口   男123,811（148増）  女118,704（94増）  計242,515（242増）  うち外国人登録数4,185
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環境にやさしいまち
府中市は、環境の国際規格ISO14001
を取得しています
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◆
主
な
記
事
◆

２面 …平成19年度から市（都）民税が大きく変わります
３面 …平成19年度学童クラブ入会申込み受付
４面 …体験農園の入園者募集
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●家具の転倒・落下防止対策…●家具の転倒・落下防止対策…家具やテレビなどは固定し、高い所には物を置かない家具やテレビなどは固定し、高い所には物を置かない
ようにしましょうようにしましょう
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●消火の備え…●消火の備え…街頭消火器の場所を確認し、自宅でも消火器を準備しましょう街頭消火器の場所を確認し、自宅でも消火器を準備しましょう
●火災発生の防止対策…●火災発生の防止対策…普段使用しない電気器具は、差込みプラグをコンセントから普段使用しない電気器具は、差込みプラグをコンセントから
抜いておきましょう抜いておきましょう
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曽
我
兄
弟
の
あ
だ
討
事
件
は
武

蔵
国
の
人
々
、と
り
わ
け
府
中
の

人
々
に
と
っ
て
は
、武
蔵
守
義
信
の

養
子
、伊
東
律
師
の
自
決
事
件
に

よ
っ
て
一
層
印
象
づ
け
ら
れ
、語
り

継
が
れ
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、江

戸
時
代
、曽
我
兄
弟
の
人
気
は
爆
発

し
ま
す
。江
戸
っ
子
の
ヒ
ー
ロ
ー
、

歌
舞
伎
の「
助
六
」が
実
は
曽
我
の

五
郎
と
い
う
設
定
か
ら
も
こ
の
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

し
か
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、こ
の
あ
だ
討
の
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語
が

急
速
か
つ
広
範
囲
に
民
衆
の
間
に

拡
大
し
た
点
に
つ
い
て
は
、民
俗
学

者
の
間
で
別
の
解
釈
が
あ
り
ま
す
。

当
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の
民
間
信
仰
の
一
つ
、御ご
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仰
が
こ
の
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語
と
密
接
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関
係
が

あ
る
と
す
る
見
方
で
す
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五
郎

の
怨
霊
を
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れ
ま
し
た
。あ
だ
討
ち

が
、五
月
雨
が
降
り
続
く
田
植
え
の

最
中
の
５
月
28
日
に
行
わ
れ
た
た

め
、と
り
わ
け
旧
暦
の
こ
の
日
に
降

る
雨
の
こ
と
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虎
が
雨
」と
い
っ

て
、十
郎
祐
成
の
恋
人「
大
磯
の
虎
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の
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家
屋
に
大
き
な
被
害
が
あ
る
場

合
は
、各
市
立
小
・
中
学
校
の
体

育
館
と
、総
合
体
育
館
を
避
難
生

活
場
所
と
し
ま
す
。な
お
、災
害

時
要
援
護
者
に
は
、二
次
避
難
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場
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と
し
て
開
設
し
ま
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市
で
は
、市
の
防
災
倉
庫
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各
市
立
小
・
中
学
校
に
、食
料
や

毛
布
な
ど
の
ほ
か
、紙
お
む
つ

な
ど
の
日
用
品
を
備
蓄
し
て
い

ま
す
。各
家
庭
で
も
、最
低
３
日

分
の
食
料
と
水
を
備
え
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お
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ょ
う
。
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震
災
対
策
用
応
急
給
水
施
設

（
武
蔵
野
公
園
内
、朝
日
町
３
丁

目
内
）、ろ
水
機
、耐
震
性
貯
水

槽
、市
内
各
浄
水
所
、給
水
タ
ン

ク
で
水
を
供
給
し
ま
す
。一
人

１
日
３
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
必
要

と
想
定
し
た
場
合
、市
民
24
万
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30
日
分
の
水
を
確
保
し
て
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ま
す
。
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　税制改正により、平成19年度からの市（都）民税の課税
が大きく変わります。
　税制改正では国から地方への税源移譲により、国税で
ある所得税が減り、地方税である市（都）民税が増えます
ので、納税者の実質的な負担は変わりません。ただし、定
率減税の廃止に伴う税負担は増えます。
　問合せは、市民税課普通徴収係（３３５・４４４１）へ。

改正前
給与収入 市（都）民税 所得税 合計
300万円 12,300円 0円 12,300円
500万円 74,300円 107,100円 181,400円
700万円 185,300円 236,700円 422,000円　 　 　 　 　 　 　 　

⬇
改正後

給与収入 市（都）民税 所得税 合計
300万円 13,000円 0円 13,000円
500万円 139,500円 59,500円 199,000円
700万円 297,500円 165,500円 463,000円

※子供のうち１人は特定扶養（16歳～23歳未満）として計算しています。

平成19年度から平成19年度から

　　　　市（都）民税が大きく変わります市（都）民税が大きく変わります
平成19年度から平成19年度から

　　　　市（都）民税が大きく変わります市（都）民税が大きく変わります
平成19年度から

　　市（都）民税が大きく変わります
税源移譲とは

　税源移譲は、補助金に代わる地方公共団体の新
たな財源として、所得税の一部を地方に移譲し、市
（都）民税として集められるようにするものです。こ
れにより、あらかじめ使い道が指定されている国
からの補助金を減らし、地方公共団体が独自に財
源を確保し、使い道を決められるようになります。

市（都）民税所得税

税
源
移
譲

国 地方

納　税　者

税制改正後の税額試算（例）税制改正後の税額試算（例）

○夫婦・子供２人の場合 ○年金受給者（夫65歳以上、妻70歳未満）の場合

ご利用ください　出前講座
　自治会の会合などに市職員が出向き、税制改正などについて説
明します。
　説明会を希望する団体は、市民税課までお問い合わせください。

税制改正後の税額試算（例） ○すべて一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています
○定率減税の廃止により改正後の税額は増えます

　税源移譲に伴う主な変更点
■税率の変更
　市（都）民税の税率は、一律10％となり、所得税の税率は、課税所得に応じて６
段階に変わります。

■税率変更に伴う調整措置
　市（都）民税と所得税では、基礎控除や扶養控除などの人的控除額が異なるた
め、同じ所得でも市（都）民税の課税所得は、所得税よりも大きくなります。その
ため、平成19年度からの市（都）民税・所得税の税率の変更により、税負担増とな
る分を調整するため調整控除が創設されます。

○市（都）民税の税率

平成18年度まで 平成19年度から

５％

３％

２％

10％

８％

２％

一律10％

は市民税

は都民税

６％

４％

13％

10％

３％

200 700 課税所得
（万円）

○所得税の税率

４段階 ６段階

平成18年分まで 平成19年分から

10％
20％

37％
30％

330 900 1800 課税所得
（万円）

５％
10％

23％20％

40％
33％

195

0

0 0 330 695 900 1800 課税所得
（万円）

　定率減税の廃止
　平成11年度から景気回復を目的として行われていた定率減税は、市（都）民税
が平成19年度から、所得税が平成19年分から廃止されます。

　老年者非課税措置廃止に伴う経過措置
　65歳以上で前年の合計所得金額が125万円以下の方の市（都）民税非課税措置
は、平成18年度に廃止になりました。平成19年度は経過措置として、昭和15年１
月２日以前生まれで前年の合計所得金額が125万円以下の方は、算出された税額
の３分の１が減額されます。

　 税制改正の実施時期
　税率の改正及び定率減税の廃止は、給与所得者の場合、所得税が平成19年
分所得（１月）から、市（都）民税が平成19年度課税（６月）から実施されます。

　そのほかの所得についての実施時期は下の表のとおりです。

平成18年12月まで 平成19年１月から 平成19年６月から

市（都）民税 市（都）民税 市（都）民税

所得税 所得税

所得税

増額

減額

所得の種類 市（都）民税 所得税

事業所得
平成19年６月から

平成20年３月の確定申告から
（予定納税は平成19年７月から）

年金所得 平成19年２月から

退職所得 平成19年１月から 平成19年１月から

改正前
公的年金収入 市（都）民税 所得税 合計

250万円 27,700円 37,300円 65,000円
300万円 49,300円 79,200円 128,500円
350万円 68,500円 116,800円 185,300円　 　 　 　 　 　 　 　

⬇
改正後

公的年金収入 市（都）民税 所得税 合計
250万円 50,500円 20,700円 71,200円
300万円 97,000円 44,000円 141,000円
350万円 138,700円 64,900円 203,600円
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▽
利
用
期
間

○
２
年
間
…
４
月
１
日（
日
）か
ら

平
成
21
年
１
月
31
日（
土
）

○
３
年
間
…
４
月
１
日（
日
）か
ら

　

学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、小
学
１
〜
３

年
生
の
児
童（
心
身
に
障
害
の
あ

る
児
童
は
４
年
生
ま
で
。た
だ
し
、

市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合

は
６
年
生
ま
で
）を
放
課
後
か
ら

午
後
６
時
ま
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
入
会
を
希
望
す
る
方

の
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象 

保
護
者
及
び
家
族
が
、

就
労
な
ど
の
た
め
、日
中
の
午
後

に
４
時
間
以
上
、か
つ
月
に
14
日

以
上
家
庭
に
い
な
い
世
帯
で
、安

全
に
学
童
ク
ラ
ブ
に
通
え
、集
団

で
の
活
動
が
で
き
る
児
童

▽
費
用

○
育
成
料 

５
０
０
０
円

○
間
食
費 

１
８
０
０
円

※
世
帯
で
２
人
以
上
の
児
童
が
入

会
し
て
い
る
場
合
は
、２
子
目
以

降
の
児
童
の
育
成
料
は
半
額
と
な

り
ま
す
。

※
生
活
保
護
世
帯
、就
学
援
助
費

受
給
世
帯
な
ど
に
つ
い
て
は
、減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
書
配
布
場
所　

市
役
所
６

階
児
童
青
少
年
課
、各
学
童
ク
ラ

ブ
、市
政
情
報
セ
ン
タ
ー

、各
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
受
付
場
所
・
時
間

○
市
役
所
６
階
児
童
青
少
年
課
…

１
月
17
日（
水
）か
ら
31
日（
水
）午

前
８
時
半
〜
午
後
５
時
／
た
だ

し
、土
・
日
曜
日
を
除
く

○
市
役
所
１
階
市
民
談
話
室
…
１

月
28
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
４

時
、29
日（
月
）か
ら
31
日（
水
）午

後
５
時
半
〜
７
時

○
各
学
童
ク
ラ
ブ
…
１
月
17
日

（
水
）か
ら
31
日（
水
）午
前
11
時
〜

午
後
６
時
／
土
曜
日
は
午
後
１
時

〜
５
時（
日
曜
日
は
除
く
）

※
学
童
ク
ラ
ブ
へ
申
し
込
む
場
合

は
、事
前
に
各
学
童
ク
ラ
ブ
へ
ご

委
員
を
選
任

都
市
景
観
審
議
会

　

12
月
１
日
付
け
で
、次
の
方
々

が
都
市
景
観
審
議
会
委
員
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
２
年
で
す
。

　

問
合
せ
は
、計
画
課
土
地
利
用

担
当（
３
３
５
・
４
４
１
２
）へ
。

■
都
市
景
観
審
議
会
委
員

（
50
音
順
、敬
称
略
）

※
◎
は
会
長
、○
は
副
会
長
で
す
。

【
学
識
経
験
者
】

▽
加
藤
幸
枝（
目
黒
区
上
目
黒
）

◎
亀
山　

章（
幸
町
３
の
５
）

▽
高
谷
時
彦（
文
京
区
千
石
）

▽
田
中
友
章（
川
崎
市
多
摩
区
）

▽
中
根
勝
士（
港
区
新
橋
）

【
公
募
市
民
】

▽
荒
木　

毅（
南
町
４
の
43
）

○
大
塚　

徹（
晴
見
町
２
の
10
）

▽
清
水
隆
明（
片
町
１
の
４
）

▽
杉
山
恵
美（
寿
町
１
の
10
）

▽
中
嶋
正
樹（
住
吉
町
２
の
12
）

あ
な
た
の
声
を
市
政
に

市
長
へ
の
手
紙
、

陳
情
・
要
望
な
ど

　

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
市
政
に
反

映
し
、よ
り
開
か
れ
た
市
政
を
進

委
員
を
委
嘱

民
生
・
児
童
委
員

　

１
月
１
日
付
け
で
、次
の
方
が

民
生･

児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

問
合
せ
は
、地
域
福
祉
推
進
課

社
会
福
祉
係（
３
３
５
・
４
１
８

２
）へ
。

（
敬
称
略
）

▽
永
峯

子（
３
６
７
・
２
２
０

２
）／
晴
見
町
２
丁
目
区
域
担
当

委
員
を
委
嘱

美
術
品
収
集

選
定
委
員
会

　

11
月
１
日
付
け
で
、次
の
方
々

が
美
術
品
収
集
選
定
委
員
会
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
２

年
で
す
。

　

問
合
せ
は
、府
中
市
美
術
館（
３

３
６
・
３
３
７
１
）へ
。

■
美
術
品
収
集
選
定
委
員
会
委
員

（
50
音
順
、敬
称
略
）

※
◎
は
委
員
長
、○
は
副
委
員
長

で
す
。

▽
草
薙
奈
津
子（
中
央
区
佃
）

◎
坂
本　

満（
松
戸
市
常
盤
平
）

▽
塩
田
純
一（
目
黒
区
中
央
町
）

▽
田
中　

淳（
松
戸
市
千
駄
堀
）

○
樋
田
豊
次
郎（
中
野
区
東
中
野
）

▽
松
本　

透（
横
浜
市
金
沢
区
）

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
提
供
会
員
を
募
集

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
は
、保
育
所
・
幼
稚
園
の

送
迎
、降
園
後
の
一
時
預
か
り
な

ど
の
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
方

め
る
た
め
に
、市
長
へ
の
手
紙
や

陳
情
・
要
望
な
ど
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、広
報
課
広
聴
担
当

（
３
６
６
・
１
７
１
１
）へ
。

■
市
長
へ
の
手
紙

　

市
長
へ
の
手
紙
は
、市
長
が
必

ず
目
を
通
し
、市
長
の
指
示
に
よ

り
関
係
す
る
課
が
そ
の
内
容
を
検

討
し
て
施
策
に
反
映
し
て
い
ま

す
。な
お
、手
紙
の
回
答
は
、あ
て

先
な
ど
が
不
明
で
な
い
限
り
差
し

あ
げ
ま
す
。

▽
利
用
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

番
号
、市
政
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望

を
記
入
し
て
、広
報
課
広
聴
担
当

へ○
専
用
は
が
き（
市
役
所
１
階
市

民
相
談
室
、各
文
化
セ
ン

タ
ー

な
ど
の
市

の
施
設
に
用
意
）に
記
入
し
て
、投

（
依
頼
会
員
）と
育
児
の
援
助
を
行

い
た
い
方（
提
供
会
員
）が
お
互
い

に
助
け
合
い
、育
児
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
会
員
同
士
の
相
互
援
助
活

動
で
す
。

　

こ
の
事
業
の
提
供
会
員（
有
償
）

を
募
集
し
ま
す
。提
供
会
員
の
登

録
を
希
望
す
る
方
は
、次
の
と
お

り
講
習
会
を
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
日
時 

１
月
22
日（
月
）・
24
日

（
水
）・
25
日（
木
）午
前
10
時
〜
正

午（
25
日
は
午
後
零
時
半
ま
で
）

▽
会
場 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
た
っ
ち
」

▽
対
象 

全
回
出
席
で
き
る
市
民

で
、育
児
に
関
心
が
あ
り
、子
育
て

の
援
助
活
動
が
で
き
る
方

▽
内
容 

子
供
の
心
の
発
達
や
乳

幼
児
の
病
気
と
応
急
処
置
の
知
識

な
ど
に
つ
い
て

▽
報
酬 

１
時
間
７
０
０
〜
９
０

０
円（
30
分
未
満
の
場
合
は
５
０

平
成
19
年
度

市
立
幼
稚
園
児
の

２
次
募
集

▽
対
象 

保
護
者
と
市
内
に
住

み
、市
に
住
民
票
、ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
が
あ
り
、次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

○
１
年
保
育
…
平
成
13
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方

○
２
年
保
育
…
平
成
14
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方

▽
募
集
人
員　

矢
崎
・
み
ど
り
・
小

連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ 

児
童
青
少
年
課
学
童

ク
ラ
ブ
係（
３
３
５
・
４
３
０
０
）、

ま
た
は
右
の
表
の
各
学
童
ク
ラ
ブ

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

物
資
購
入
指
定
業
者

の
登
録

▽
日
時　

２
月
１
日（
木
）か
ら
15

日（
木
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半

／
た
だ
し
、土
・
日
曜
日
、祝
日
を

除
く

▽
場
所　

第
二
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

▽
内
容　

平
成
19
・
20
年
度
分
の

市
立
小
・
中
学
校
の
給
食
で
使
用

す
る
食
材
の
見
積
り
合
わ
せ
指
定

業
者
の
登
録

▽
申
込
書
配
布
期
間
・
場
所　

１

月
15
日（
月
）か
ら
26
日（
金
）（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）に
、第
二
学
校
給

食
セ
ン

タ
ー

で
配
布

▽
問
合
せ 

第
二
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

（
３
６
６
・
８
３
７
６
）

柳
幼
稚
園
と
も
若
干
名

▽
申
込
書
配
布
期
間
・
場
所　

１

月
24
日（
水
）ま
で
、矢
崎
・
み
ど

り
・
小
柳
幼
稚
園
、市
役
所
８
階
学

務
保
健
課
で
配
布

▽
申
込
み 

１
月
23
日（
火
）・
24

日（
水
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

に
、入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
へ

▽
選
考
方
法　

面
接

※
応
募
状
況
に
よ
り
、面
接
後
、抽

せ
ん
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

学
務
保
健
課
管
理
担

当（
３
３
５
・
４
４
３
５
）

か
ん

○
Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
６
６
・
１
７
１
５
）

で「
市
長
へ
の
手
紙
」と
記
入
し

て
、送
信

○
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.city.fuchu.tokyo.jp/

）

の「
市
民
の
声
」に
書
き
込
ん
で
、

送
信

■
陳
情
・
要
望

　

陳
情
・
要
望
は
、地
域
の
行
政
課

題
の
解
決
や
事
業
の
促
進
な
ど
に

つ
い
て
、市
長
に
文
書
で
意
思
表

示
す
る
も
の
で
す
。

▽
提
出
方
法　

陳
情
・
要
望
の
趣

旨（
現
状
・
問
題
点
・
経
緯
を
具
体

的
に
記
入
）、提
出
年
月
日
、住
所
、

氏
名（
団
体
は
代
表
者
の
住
所
、氏

名
）を
記
入
し
て
、市
役
所
１
階
市

民
相
談
室
へ

平
成
19
年
度

学
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
込
み
受
付

収
穫
の
喜
び
を

市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集

平
成
22
年
１
月
31
日（
日
）

▽
農
園
名
・
所
在
地
・
区
画
数（
面

積
）　

左
上
の
表
１
の
と
お
り

※
区
画
数
は
、申
込
み
状
況
に
よ

り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象 

市
民
／
た
だ
し
、Ａ
区

画
は
、昭
和
17
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
の
方

▽
利
用
料　

左
の
表
２
の
と
お
り

／
利
用
料
は
各
年
の
４
月
に
納
入

▽
申
込
み　

１
月
24
日（
水
）ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）に
、往
復
は
が

き
に
希
望
農
園
・
区
画
名（
１
世
帯

１
農
園
１
区
画
）、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、返
信
用
あ
て
名
を

記
入
し
て
、〒
183
│
8703
生
活
文
化

部
経
済
観
光
課
へ
／
申
込
み
多
数

の
場
合
は
、２
月
18
日（
日
）午
前

９
時
に
、市
役
所
北
庁
舎
３
階
会

議
室
で
公
開
抽
せ
ん

※
重
複
申
込
み
や
名
義
を
借
り
て

の
申
込
み
は
、そ
の
世
帯
の
す
べ

て
の
申
込
み
を
無
効
と
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

経
済
観
光
課
消
費
生

活
係（
３
３
５
・
４
１
２
４
）

０
円
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・セ
ン

タ
ー

事
務
局（
３

６
７
・
８
８
８
２
＝
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー「
た
っ
ち
」内
）へ

◆市民農園◆
利
用
期
間

農園名 所在地
区 画 数

Ａ区画
（６㎡）

Ｂ区画
（６㎡）

Ｃ区画
（12㎡）

Ｄ区画
（18㎡）

２
年

白糸台 白糸台３の28 42 33 14 ６
押立町第１ 押立町２の19 21 21 10 ３
若松町第２ 若松町５の10 36 26 11 ７
天神町 天神町３の５ 19 16 ５ ２
緑町 緑　町１の26 44 64 36 18
八幡町 八幡町２の15 42 52 28 ６
是政第１ 是　政１の34 25 ８ ７ １
是政第２ 是　政２の３ ６ ９ ５ ０
矢崎町第１ 矢崎町４の12 30 31 18 ５
南町第１ 南　町２の１ 45 45 25 10
南町第２ 南　町６の45 25 32 22 10
本町 本　町３の２ 24 19 ８ ５
西原町 西原町２の７ 47 31 13 ７
住吉町 住吉町３の６ 33 32 19 ３
四谷第１ 四　谷２の12 33 39 22 ２
日新町 日新町５の67 36 39 22 ８
西府町第１ 西府町３の18 44 15 10 ３
西府町第２ 西府町４の７ 52 33 21 ７

３
年
府中町第１ 府中町３の6 116 71 46 21
四谷第２ 四　谷３の20 30 25 19 １

◆市民農園利用料◆

区画名 利用料（年額）

Ａ区画 無料

Ｂ区画 無料

Ｃ区画 3,300円

Ｄ区画 6,600円

◆学童クラブ◆
学　区 学童クラブ名 所在地 電話番号

一 小 第一学童クラブ 寿　町２の ６ ３３４・５３９１
二 小 第二学童クラブ 緑　町１の29 ３６５・４９９０
三 小 第三学童クラブ 片　町３の ５ ３３４・５３９２
四 小 第四学童クラブ 白糸台１の59 ３６０・４８２０
五 小 第五学童クラブ 本宿町１の38 ３６９・５５８６
六 小 第六学童クラブ 天神町４の27 ３６２・６９４２
七 小 第七学童クラブ 北山町２の20 ０４２・５７３・３７３６
八 小 第八学童クラブ 是　政１の34 ３３４・５３９４
九 小 第九学童クラブ 栄　町３の ７ ３６０・６５８５
十 小 第十学童クラブ 若松町４の32 ３６４・４０９０
武 蔵 台 小 武蔵台学童クラブ 武蔵台２の ３ ３２７・３３４９
住 吉 小 住吉学童クラブ 住吉町２の30 ３３４・１９７１
新 町 小 新町学童クラブ 新　町１の29 ３６６・７２１５
本 宿 小 本宿学童クラブ 本宿町４の19 ３６０・４８９５
白 糸 台 小 白糸台学童クラブ 白糸台２の18 ３６０・５７４０
矢 崎 小 矢崎学童クラブ 矢崎町４の ９ ３３４・５３９０
若 松 小 若松学童クラブ 若松町３の ３ ３６０・５９２６
小 柳 小 小柳学童クラブ 小柳町４の45 ３６７・１３９９
南白糸台小 南白糸台学童クラブ 押立町２の25 ３６６・５０５０
四 谷 小 四谷学童クラブ 四　谷３の2740 ３６４・９１０７
南 町 小 南町学童クラブ 南　町３の ６ ３６０・４８８５
日 新 小 日新学童クラブ 日新町５の22 ３６０・５９７０

（表１）

（表２）
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申告はお早めに
償却資産の申告

　償却資産は、所得税や法人税の確定
申告で損金、または必要経費として減
価償却費を計上するもののうち、土地、
建物及び自動車税などの対象車両を除
くすべての事業用資産です。なお、駐車
場の舗装路面、フェンス工事費、アパー
トなどの外構工事費や店舗の内装工事
費なども償却資産になります。
　平成19年１月１日現在、市内に事業
用の償却資産を所有、または賃貸して
いる方は、次のとおり申告をしてくだ
さい。
▽申告対象　平成19年１月１日現在、
事業用に使用しているすべての資産
※申告書が必要な方は、資産税課へご
連絡ください。
▽申告 １月31日（水）までに、市役所
２階資産税課へ／郵送可
▽問合せ 資産税課償却資産係（３３
５・４４４７）

小・中学校新１年生に
就学通知書を発送

　４月に新しく小・中学生になる方へ、
就学通知書を１月31日（水）までに送付
します。返信用はがきに必要事項を記
入して、２月13日（火）までに、返信して
ください。　　
　なお、私立・国立の小・中学校に入学
する方は、入学先の入学許可証と印鑑
を持って、市役所８階学務保健課で手
続きをしてください。
　また、病気などで入学できない方、通
知書が届かない方は学務保健課へご連
絡ください。
　問合せは、学務保健課学務係（３３
５・４４３６）へ。

手話通訳者認定試験

▽日時 ２月18日（日）午前９時
▽会場 市役所北庁舎３階会議室
▽対象 18歳以上で、市民、市内在
勤・在学の方で、合格後、市内での活
動や研修会に参加でき、次のいずれ
かに該当する方
○市の手話講習会上級クラス及び養
成クラス修了、または修了見込みの
方
○３年以上手話の学習経験のある方
▽費用 無料
▽内容 手話表現、読み取り、面接
※筆記用具、イヤホン付きカセット
テープレコーダーを持参してくださ
い。
▽申込み ２月７日（水）まで（当日
消印有効）に、往復はがきに住所、氏
名（ふりがな）、生年月日、電話番号、
勤務先（学校名）、手話講習会修了（見
込み）年月日・クラス名、受験回数、返
信用あて名を記入して、〒183－8703
福祉保健部障害者福祉課へ／持参可
▽問合せ 障害者福祉課生活係（３
３５・４５４５）

朝日町１丁目地内
大規模開発事業の公聴会

▽日時 １月26日（金）午前10時
▽場所 府中駅北第２庁舎３階会議
室
▽内容
○開発事業者　積水ハウス　
○所在地 朝日町１の24外
○面積 26,880.98平方メー

トル

○土地利用目的　戸建住宅開発
▽申込み 当日直接会場へ
※公聴会で意見を述べたい方は、１月
19日（金）まで（郵送の場合は〒183－
8703都市整備部計画課に必着）に住
所、氏名、電話番号、大規模開発事業
との利害関係、意見の要旨を記入し

た市長あての文書を市役所７階計画
課に提出してください。
※人数により入場を制限する場合が
あります。
▽問合せ 計画課地域まちづくり担
当（３３５・４３３５）

大規模開発事業の
土地利用構想の縦覧

▽期間 １月23日（火）から２月13日
（火）午前８時半～午後５時（土・日曜
日、祝日を除く）
▽縦覧場所　市役所７階計画課

▽内容
○開発事業者　いなげや　
○所在地 浅間町３の２の１外
○面積 5,815.05平方メー

トル

○土地利用目的　商業施設
※住みよいまちづくりの推進を図る見
地から意見のある方は、２月20日（火）ま
で（郵送の場合は〒183－8703都市整備
部計画課に必着）に、意見書を提出する
ことができます。
▽問合せ 計画課地域まちづくり担当
（３３５・４３３５）

学童クラブ育成料・
間食費臨時納付窓口開設

▽日時 １月28日（日）午前10時～午後
４時
▽場所 市役所１階市民談話室
▽問合せ 児童青少年課学童クラブ係
（３３５・４３００）

■男女共同参画推進懇談会
　１月19日（金）午後７時　スクエア
21・女性セン

ター／傍聴希望の方（先着10人）
は当日直接会場へ／問合せは同セン

ター（３
５１・４６００）へ
■福祉のまちづくり推進審議会
　１月25日（木）午前10時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方（先着10
人）は前日までに、地域福祉推進課へ／
問合せは同課社会福祉係（３３５・４１
６１）へ
■健診事業評価検討協議会
　１月26日（金）午後１時半　保健セン

ター分
館／傍聴希望の方は当日直接会場へ／
問合せは同セン

ター分館成人保健係（３６８・
６５１１）へ

　平成19年度の「広報ふちゅう」と
市のホームページに広告掲載を希
望する事業者などを次のとおり募
集します。
　問合せは、広報課広報担当（３３
５・４０１９）へ。
■「広報ふちゅう」広告
▽掲載号 ４月１日号から９月21
日号（月３回発行）
▽発行部数 １号当たり約88000
部
▽広告の規格 縦4.2センチメー

トル×
横7.7センチメー

トル

▽募集枠数 １号当たり原則６枠
（全108枠／複数号の掲載可／抽せ
ん）
▽広告料 １枠30000円（税込み）
／デザイン・版の制作費用が別に
必要
▽申込み １月31日（水）までに、
広告代理店の共同印刷所（寿町３
の13＝３６８・２００１）へ／予定
数に達しない場合は、２月13日（火）

から先着順で受付
■ホームページバナー広告
▽掲載期間　４月１日（日）から平成
20年３月31日（月）／１か月単位
▽掲載位置 市のホームページの
トップページ
▽トップページへのアクセス数　１
か月約69000アクセス
▽広告の規格　GIF形式で縦60ピク
セル×横150ピクセルで４キロバイ

ト 以
内／バナーは広告主が作成
▽募集枠数 １か月当たり６枠（全
72枠／１業者１か月１枠、複数月の
掲載可／抽せん）
▽広告料 １枠30000円（税込み）
▽申込み ２月14日（水）までに、決
められた用紙（市役所２階広報課に
用意）で、広報課へ／予定数に達しな
い場合は、３月１日（木）から先着順
で受付
※用紙は、市のホームページ（http:/
/www.city.fuchu.tokyo.jp/）からも
ダウンロードできます。

市の広報紙・ホームページの市の広報紙・ホームページの
広告主を募集広告主を募集

市の広報紙・ホームページの
広告主を募集

■椎茸コース
▽場所 河内椎茸園（紅葉丘１の８）
▽農園主 河内雅幸氏
▽定員　100人（抽せん）
▽講習回数　全５回程度
▽費用 年額5000円（入園料、原木代
含む）
▽内容 駒打ちから収穫までの原木
栽培

■野菜コース①
▽場所 市民農園（押立町４の24・
25）
▽農園主 市村文雄氏
▽定員　若干名（抽せん）
▽講習日 毎週土・日曜日の午前中
（講義内容は両日同じ）
▽費用 年額26000円（入園料、作物
代含む）
▽内容 季節ごとの野菜の栽培
■野菜コース②
▽場所 中村農園（緑町２の14）
▽農園主 中村長平氏
▽定員　若干名（抽せん）
▽講習日 毎週土曜日の午前中
▽費用 年額26000円（入園料、作物
代含む）
▽内容 季節ごとの野菜の栽培

◇　　　◇　　　◇
▽期間 ３月から平成20年２月

▲ 自分で育てた野菜は格別です▲

土
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か

体験農園体験農園の入園者募集入園者募集体験農園体験農園の入園者募集入園者募集体験農園体験農園の入園者募集入園者募集体験農園体験農園の入園者募集入園者募集体験農園体験農園の入園者募集入園者募集体験農園の入園者募集

▽対象 期間中、継続して作業に
取り組める市民
▽申込み １月31日（水）まで（必
着）に、往復はがきに希望コース
名、住所、氏名、年齢、電話番号、返
信用あて名を記入して、〒183－
8703生活文化部経済観光課「体験
農園」係へ
▽問合せ 経済観光課農政係（３
３５・４１４３）
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福祉のまちづくり
推進審議会委員を募集

　市では、福祉のまちづくり条例に基
づき、すべての市民が安全で便利に利
用できる都市施設などの整備を計画的
に推進するため、福祉のまちづくり推
進審議会を設置しています。
　この審議会の委員を募集します。
▽任期 ４月から２年間
▽対象 市民／現在、市の別の審議会
や協議会などの委員の方は除く
▽募集人員　若干名
▽申込み １月31日（水）まで（必着）
に、応募の動機を400字程度にまとめ
て、住所、氏名、年齢、職業、電話番号を
記入して、〒183－8703福祉保健部地域
福祉推進課へ／応募書類は返却しませ
ん／選考結果は３月上旬までに郵送で
通知
▽問合せ　地域福祉推進課社会福祉係
（３３５・４１６１）

子育てひろばポップコーン
ボランティアを募集

▽活動日・会場
○月曜日…新町文化セン

ター

○火曜日…総合体育館
○木曜日…四谷文化セン

ター

○金曜日…第九・住吉・白糸台学童クラ

ブ
※夏・冬・春休み期間中の金曜日は開
催しません。
▽時間 午前９時半～午後零時半
▽対象 子育て支援に協力できる18
歳以上の方
▽定員 各会場とも若干名
▽内容 ０～３歳程度の乳幼児とそ
の保護者が気軽に遊べる交流事業で
の支援活動（１回1500円の謝礼あり）
▽申込み・問合せ　子育て支援課推
進係（３３５・４１９２）へ

生活習慣記録機による
健康教室

　メタボリックシンドローム（内臓
脂肪症候群）を予防するために、腰に
着用するだけで１日の消費カロリー
などが計測できる生活習慣記録機を
利用した健康教室を実施します。

▽日時・内容　下の表のとおり
▽会場　保健セン

ター分館
▽対象　初めて受講する方で、「元気
いっぱいサポーター」に登録してい
る、またはこれから登録を希望する
18～64歳の市民
▽定員 先着30人
▽費用 無料
▽申込み １月15日（月）から電話
で、保健セン

ター分館へ
▽問合せ 保健セン

ター分館成人保健係
（３６８・６５１１）

健康講座「ストレスと
上手に付き合う方法」

▽日時 ２月８日（木）午後１時半～
３時
▽会場 保健セン

ター分館
▽定員 先着40人
▽費用 無料
▽講師 菊住　彰氏（慶應義塾大学
学生相談室カウンセラー）　　　　
▽申込み １月15日（月）から電話
で、保健セン

ター分館へ
▽問合せ 保健セン

ター分館成人保健係
（３６８・６５１１）

健康ふちゅう21市民公開講座
「もし胸の痛みに気づいたら」
▽日時 ２月４日（日）午前10時～11
時半

▽会場 府中グリーンプラザ
▽定員 先着480人
▽費用 無料
▽内容 危ない症状の見分け方
▽講師 住吉徹哉氏（榊原記念病院副
院長）
▽共催 榊原記念病院
▽申込み・問合せ　保健セン

ター管理係（３６
８・５３１１）へ

ヘルスメイト教育講座
「おいしく健康ひろめ隊！」
▽日程・時間・内容　下の表のとおり
▽会場 保健セン

ター分館ほか
▽対象 受講後「ヘルスメイト府中21」
としてボランティア活動ができる市民
で、全回出席できる方
▽定員 25人（抽せん）
▽費用 無料
▽申込み １月18日（木）までに電話
で、保健セン

ター分館へ
※１月19日（金）午後１時半～３時に保
健セン

ター分館で説明会を行います。　
▽問合せ 保健セン

ター分館成人保健係（３
６８・６５１１）

■東京都高等学校アンサンブルコン
テスト　１月20日（土）・21日（日）午
前９時半　府中の森芸術劇場／入場
料700円（全席自由）／共催は府中文
化振興財団／申込み・問合せは東京
都高等学校吹奏楽連盟（090･1050･52
09）へ
■東京都アンサンブルコンテスト　
２月４日（日）午前10時　府中の森芸
術劇場／入場料大人1000円、高校生
以下600円（全席自由、前売りは大人
200円引き・高校生以下100円引き）／
共催は府中文化振興財団／申込み・
問合せは東京都吹奏楽連盟（090･
2527･1080）へ
■もちつき体験とミニ運動会　１月
21日（日）午前10時～午後２時　わか
ば幼稚園／対象は平成19年４月に小
学校入学予定の幼児と小学生／無料
／主催はボーイスカウト府中６団／
申込み・問合せは西江宅（368・0811）
へ
■勉強会「英語を話そう～初級」　１
月23日からの毎週火曜日　午後６時
～８時　府中ＮＰＯ・ボランティア
活動セン

ター（府中グリーンプラザ内）／先

着14人／費用１回1000円／内容は
生活に生かせる英会語を学ぶ／主催
はアイティアカデミーグループ／申
込み・問合せは藤澤宅（302・9560）へ
■「相続・遺言」セミナー・相談会　１
月18日（木）午後１時半～４時半　府
中グリーンプラザ／先着15人／費用
1000円／内容は遺言書の書き方と相
続の仕組み解説、個別無料相談／主
催は遺言・相続サポートセン

ター／申込み・
問合せは同セン

ター・久保田あて（090・17
77・6152）へ
■新春経済講演会「成長国家日本の
未来を描く」　１月17日（水）午後６
時半～８時　むさし府中商工会議所
／無料／講師は伊藤達也氏（衆議院
財務金融委員会委員長）／申込み・問
合せは同会議所（362・6421）へ
■英語による子育て情報交換サーク
ル会員募集　活動は月１・２回／対
象は国際結婚により家庭で英語を
使っている子育て中の方／内容は子
育ての情報交換や子供への読み聞か
せほか／申込み・問合せはブラウン
宅（367・0800）へ
■府中市長杯争奪卓球大会　２月18
日（日）午前９時　総合体育館／対象
は高校生以上で市民、市内在勤・在学
の方／費用500円（傷害保険料含む）

／種目は一般（39歳以下）、セミシニ
ア（40～49歳）、シニア（50～59歳）、
ベテラン（60歳以上）／各種目とも大
会当日の年齢で、該当年齢以外の出
場不可／試合方法は予選リーグ戦、
決勝トーナメント戦／主催は府中市
卓球連盟／申込みは１月30日（火）ま
でに、市役所８階体育課へ（電話・郵
送不可）／問合せは野原宅（366・86
29）へ、夜間に
■卓球連盟登録受付　対象は男女別
で４人以上のチーム／チーム登録費
用年額5000円（新規加盟は別に1000
円が必要）、個人登録年額500円／申
込みは３月12日（月）までに、決めら
れた用紙（市役所８階体育課に用意）
で体育課へ／問合せは野原宅（366・
8629）へ、夜間に

■郷土の森博物館臨時職員募集　勤
務は午前９時～午後５時／対象は週
３日以上勤務できる18歳以上の学生
（高校生不可）／内容は梅まつり開催
中の販売業務、事務ほか／申込みは
１月18日（木）まで（15日を除く）に、
履歴書を持って同館へ（郵送不可）／
問合せも同館（368・7921）へ

■千代田区立神田一橋中学校通信教
育課程生徒募集　対象は都内在住・
在勤で、尋常小学校か国民初等科を
修了し高校の入学資格がない方、ま
たは義務教育未修了で平成３年４月
１日以前生まれの方／定員40人／選
考日は３月４日（日）／願書の受付は
１月19日（金）から２月28日（水）／問
合せは同校通信教育課程（03・3265・
5961）へ
■家庭裁判所の補導委託先募集　対
象は非行のあった少年の処分を決定
する前に行う試験観察の際に、少年
を預かり、指導できる方、または施設
／申込み・問合せは東京家庭裁判所
（03・3502・8311）へ
■ご存じですか裁判員制度　平成
21年までに開始／裁判員制度とは、
選挙権がある国民の中から「くじ」で
選ばれた方が、裁判員として刑事裁
判に参加し、被告人が有罪かどうか、
有罪の場合どのような刑にするかを
裁判官と一緒に決める制度です／詳
細は裁判員制度ホームページ（ht
tp://www.saibanin .courts .go .
jp/）をご覧ください／問合せは東京
地方裁判所総務課（03・3581・2295）
へ

回 日　　時 内　容

１
１月23日(火)午前10時、
または24日(水)午後１
時半

生活習慣記
録機の使用
方法ほか

２
２月５日(月)から９日
(金)午前９時～午後４時
半のうち30分程度

個別面談と
中間チェッ
ク

３ ２月28日(水)午前10時、または午後１時半
最終チェッ
ク

日　程 時　間 内　容

１月26日
（金）

午前10時～
午後４時半

健康づくり総論

２月２日
(金） 健康づくり各論

２月13日
（火） 調理理論・実習

２月22日
（木）

正午～
午後４時半

市内保健衛生施
設見学

２月27日
（火） 午前10時～

午後４時半

ボランティア活
動について

３月９日
（金） 献立作り・実習

３月15日
（木）

午後１時半～
４時半

今後の活動に向
けて

▲子供たちの健やかな成長を
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※各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業です。

　・学習事業係　３３６・５７０８

■エル・ネット「オープンカレッジ」／Ｆ
　講座名・日程・時間は下の表のとおり
　語学室／定員各30人／無料（希望者
のみテキスト代が別に必要）／申込み
は各講座の初回の前日まで（必着）に、
はがき、またはＦＡＸ（336・5709）に希
望講座名、住所、氏名（ふりがな）、年齢、
電話番号を記入して、当セン

ター学習事業係
へ／電子申請、講座応募箱での申込み
可／定員を超えたのみ参加の可否を連
絡

生涯学習セミナー受講生募集

①教養セミナー

■江戸の美をさぐる／Ｆ
　２月16日から３月16日の毎週金曜日
　午後２時～４時（全５回）　講堂／対
象は平成３年４月１日以前生まれで、
市民、市内在勤・在学の方／定員290人
（抽せん）／費用1300円／講師は藤澤　
紫氏（国学院大学講師）

②実技セミナー

■インターネット・電子メール入門／Ｆ
　コース・日程は下の表のとおり　パ
ソコン学習室／対象は平成３年４月１
日以前生まれの市民で文字入力ができ
る方／定員各19人（抽せん）／費用2900
円（受講料・教材費）／講師は悠学の会
パソコンボランティア

◇　　　◇　　　◇
　申込みは１月19日（金）まで（当日消
印有効）に、①ははがき、または講座応
募箱、②は往復はがきに希望講座名
（コース名）、住所、氏名（ふりがな）、年
齢、電話番号、返信用あて名を記入し
て、当セン

ター学習事業係へ／電子申請可

　３６８・７９２１
観覧料　２００円（中学生以下１００円）

■宮本常一展プレ展示「宮本常一の
見た府中」
　１月16日（火）から20日（土）午前９
時～午後７時（16日は正午から、20日
は午後４時まで）　府中グリーンプ
ラザ分館／無料／内容は日本を代表
する民俗学者の宮本常一氏が昭和30
～50年代に撮影した貴重な市内の写
真の展示

■森のお話会
　１月13日（土）午後２時45分　旧越
智家住宅／内容は「ゆきおんな」「犬
とにわとり」ほか／語りは十べえお
話の会

　３３６・３３７１

■サポートスタッフ説明会
　１月13日（土）午後１時　講座室／
無料／内容は美術館ボランティアの
活動内容の紹介ほか／当日直接会場
へ
■常設展ギャラリートーク
　１月20日（土）午後１時　常設展示
室／無料（常設展観覧料が別に必要）
／内容は「みることのよろこびと美
的判断」をテーマとする作品の解説
／講師は当館学芸員／当日直接常設
展示ロビーへ

　３３５・６２１１

■アフタヌーンコンサート「ベアー
タ・ビリンスカ～名曲ピアノ・リサイ
タル」
　３月15日（木）午後２時　ウィーン
ホール／入場料2500円（全席指定）／

曲目はショパン…「幻想即興曲」「ノ
クターン第20番（遺作）」ほか／小学
校入学前のお子さんの入場不可
■音楽体験講座「大人のための府中
の森オルガン体験講座～初級」
　２月23日（金）午後２時　ウィーン
ホール／対象は平成３年４月１日以
前生まれの方／定員100人（抽せん）
／費用500円／内容はオルガンの仕
組みなどの解説と試奏、舞台裏の見
学ほか／講師は田上麻里氏（オルガ
ニスト）／申込みは１月31日（水）ま
で（必着）に、はがきに住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、電話番号を記入して、
当館「オルガン体験講座」係へ
■音楽体験講座「オルガンリサイタ
ル～ミニレクチャー付」
　３月１日（木）午後２時　ウィーン
ホール／入場料1000円（全席自由、
「大人のための府中の森オルガン体
験講座」受講生は200円引き）／出演
はジグモンド・サットマリー（オルガ
ン）、櫻谷眞理子（解説）／曲目はＪ．
Ｓ．バッハ…「前奏曲とフーガホ短
調」「パッサカリア」ほか／チケット
発売開始は１月12日（金）／小学校入
学前のお子さんの入場不可

　３５４・８７００

■たっち子育て交流会
　①すやすやクラブ…２月５日・19
日、３月５日・19日（月）、②ころりん
クラブ…２月13日（火）・26日、３月12
日・26日（月）午前10時～11時半（各全
４回）　交流ひろば／対象はひろば
登録（予定可）をしている市民で、①
平成18年９・10月生まれの第１子と
親、②平成18年７・８月生まれの第１
子と親／定員各20組（抽せん）／無料
／内容は初めて子育てをする方の仲
間づくりほか／申込みは１月18日
（木）まで（必着）に、往復はがき（１組
１枚）に希望クラブ名、住所、親子の
氏名（ふりがな）、電話番号、参加の動
機、返信用あて名を記入して、当セン

ター

「子育て交流会」係へ

　３５１・４６００

■女性のためのエクセル入門講座／
Ｆ
　２月８日から３月１日の毎週木曜
日　午前９時半～午後零時半（全４
回）／対象は女性で、市民、市内在勤・
在学の方で、文字入力などパソコン
の基本操作ができる方／定員18人
（抽せん）／費用1400円（教材費）／内
容は表計算の基本などを学ぶ／講師
はシルバー人材セン

ター登録講師／申込み
は１月19日（金）まで（当日消印有効）
に、往復はがき（１人１枚）に、住所、
氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、託
児（１歳～就学前の幼児10人、おやつ
代400円が必要）希望の方は幼児の氏
名・生年月日、返信用あて名を記入し
て、当セン

ター「パソコン講座」係へ

　３６０・３３１１

■ふしぎ発見科学教室「音ってなに？」
　１月27日（土）午後１時半～４時　集
会室／対象は小学３年生以上の方／先
着25人／費用300円／内容はぶんぶん
ぜみやエコーマイクを作り、音の発生
や伝達について学ぶ／協力は科学体験
クラブ府中／申込みは１月11日（木）午
前９時から当館へ（電話可）
■フロアコンサート～ジョルジュ・ビ
ゼー作曲「カルメン」より
　１月13日（土）午後１時半　第１音楽
練習室／無料／出演は升水弘之（指
揮）、坂本知加子（ピアノ）ほか／曲目は
「ハバネラ」「闘牛士の歌」ほか

　・子供サイエンススクール　３３６・６８００

■子供サイエンススクール「不思議な
色水・炎・カラーキャンドル作り」
　１月27日（土）午前９時半～午後零時
半／対象は小学４～６年生／先着30人
／無料／内容はいろいろな薬品を混ぜ
合わせて色やにおいの変化などを調べ
る／講師は佐藤隆之氏（十小教諭）ほか
／申込みは１月19日（金）・22日（月）午
前９時～正午、午後１時～４時半に、電
話で当セン

ターへ

　・府中国際交流サロン事務局
　（市民活動支援課内）
　３３５・４１３１
■外国人による日本語スピーチコンテ
スト出場者募集
　３月11日（日）午後１時～４時　府中
グリーンプラザ／対象は外国人で、市
民、市内在勤・在学の方で、過去に同コ
ンテストで入賞していない方／申込み
は２月15日（木）まで（必着）に、自由な
テーマで日本語で書いた1600字以内
のスピーチ原稿、住所、氏名（ふりが
な）、年齢、電話番号、出身国、職業（学校
名）、出場部門（一般部門、または留学生
部門）を記入して、東京武蔵府中ロータ
リークラブ事務局（〒183－0056寿町
１の１の11の703）へ

　・社会福祉協議会　３３４・３０４０
　・シルバー人材セン

ター　３６６・２３２２

■病気と福祉のわかりやすい話／Ｆ
　１月30日（火）午後１時半～３時半　
紅葉丘文化セン

ター／対象は市民／先着30人
／無料／内容は病気の話「肺の疾患に
ついて」…講師は布野健一氏（医師）、福
祉の話「平成18年度介護保険改正につ
いて」／協力は府中市医師会／申込み・
問合せは社会福祉協議会へ
■シニアワークプログラム「パソコン
入門」
　２月の毎週木・金曜日、２月３日（土）
午前９時半～午後零時半・１時半～４
時半・６時～９時（各全９回）　府中グ
リーンプラザ／対象は60～64歳で就業
意欲があり、アンケート調査に協力で
きる方／定員各10人（抽せん）／無料／
内容はエクセル、ワードの基本操作／
講師はシルバー人材セン

ター登録講師／申込
みは１月17日（水）まで（当日消印有効）
に、往復はがき（１人１枚）に希望時間、
住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
返信用あて名を記入して、同セン

ター「ＳＰ」
係へ／問合せは同セン

ターへ

講座名 日程 時間 全回数

プラザカレッ
ジ京都学講座

２月19日（月） 午前10時～11時10分 ２
２月26日（月） 午前10時～11時20分

ボランティア
貢献

２ 月 ９ 日・16
日（金）

午前10時
～11時40分 ３

２月23日（金） 午前10時～10時45分

アジアの環境
と私たち

２月10日・17
日・24日、３月
10日（土）

午前10時半
～11時20分 ４

コース 日　　　程

Ｃコース ２月６日（火）・８日（木）・13日(火）・15日（木）

Ｄコース ２月16日（金）・20日（火）・23日（金）・27日（火）
※時間は、いずれも午後１時半～４時半。

　郷土の森博物館の梅園南側にあ
る「ロウバイの小径」では、ロウバ
イが見ごろを迎えています。
　ロウバイは、花の少ないこの時
期に、小さな黄色い花を咲かせ、訪
れる人々の気持ちを和ませてくれ
ます。澄んだ空気の中で、ロウバイ
の甘い香りを楽しんでみませんか。
　問合せは、郷土の森博物館（３６
８・７９２１）へ。

▲ 祭りでにぎわう旧甲州街道（昭和
38年）

▲早春の陽光を浴び咲き誇ります

郷土の森ロウバイの小径郷土の森ロウバイの小径
春 の 訪 れ
郷土の森ロウバイの小

ここ

径
みちみち


